
ビジネスモデル&
イノベーション

1919~ 1930~ 

1940~ 1960~ 

1919年にショベル・スコップ・ツルハシの製造販売をはじめてから1世紀、
アスファルトプラント、コンクリートプラントのパイオニア企業として日本の道と街とをつくり続けてきました。
積み重ねてきたその歴史は時代の変化とともに発展、より快適で価値のある社会の創造に貢献しています。

奉天市に日工公司開設

満州機工株式会社設立登記

第三工場が軍需工場化
第三工場が三菱重工業株式会社
水島工場の協力工場となる

クアラルンプールにマレー工場建設

工場が戦災をうけ大半が焼失

第一工場が復旧
第二工場竣工。製材、木柄製造再開

第四工場竣工。鋳物製造開始
重要物資生産指定工場に指定

大阪証券取引所に有価証券上場登録
神戸証券取引所に上場登録
秩父宮妃殿下がご来社
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電子管操作式
アスファルトプラント１号機完成

三菱重工業株式会社と業務提携
パイルハンマーフレーム等の製造開始

40t/hアスファルトプラント完成
東京証券取引所に株式上場
（登録番号321号）

江井島工場、第一期工事落成式開催

自動式コンクリートプラント1号機完成
枠組足場の製造販売開始

江井島工場新事務所完成、
本社機能を移転

全自動式コンクリートプラントの
製造開始
ベルトコンベヤの製造開始

日工株式会社に社名変更
砕石プラント1号機完成

オペレーター研修センター開設
社是を制定発表
創立50周年記念式典開催
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1980~ 2000~ 
2軸式ミキサSF
（スパイラルフロー）型開発

第1回BPオペレーター研修実施
リサイクルユニット開発

日工ゲート株式会社設立
BonDシリーズ
（Bag-filter on Dryer）完成
WISEシリーズ
コンクリートプラント開発

スイス・フラン建転換社債発行
台湾連絡事務所開設

取引先持株会発足
株式会社日工製作所※の株式を
買い取る
※ 現：日工マシナリー株式会社

創立70周年記念イベント開催
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土壌浄化プラント開発

日工（上海）工程機械有限公司設立

株式会社新潟鐵工所との
財産譲渡契約を締結

日工（上海）工程機械有限公司　
嘉定工場の竣工式開催

WELLターボバーナ（NTBバーナ）、
新開発すりもみ式
「コンクリート・再生骨材製造装置」開発
日工上海NBD1号機完成

日工グループ企業憲章制定

株式会社前川工業所を子会社化

日工（上海）工程機械有限公司、
新工場が移転竣工
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2010~ 
東日本大震災発生 緊急対策本部設置

「震災復興プロジェクト」発足
大規模土壌浄化プラント開発

震災復興用プラント開発

リサイクル合材主体 MBDシリーズ開発
DASH-Hyperミキサ開発

新型アスファルトプラント
VPシリーズ開発

明石本社敷地内にテクノセンター新築
本社１Ｆショールーム新設、ＣＳＣ強化
東京モバイルセンター開設
モバイルプラント事業本格始動
創立100周年記念
「NIKKO MESSE 2018」開催

創立100周年
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日本工具製作株式会社設立登記 
8月13日が創立記念日となる
トンボ印を商標登録

臨時株主総会を実施
矢野松三郎が専務取締役に就任
初商品となるショベル発売

本社を明石市に移転

関東大震災復興資材の供給
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敷地内への鍛造工場建設と、
機械増設、柄材乾燥倉庫１棟の
建設を決定

ロール圧延工場の建設を決定

第二工場開設
創立15周年記念式典開催

第三工場敷地（3,600余坪）入手

第三工場隣接地326坪購入
第三工場の地鎮祭を行い、建設に着手

第三工場、本作業開始

明石公会堂で
創立20周年記念式典開催
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朝鮮事変によりショベル特需

ウインチ、ミキサの製造に着手

横転式運搬車、
ウインチ、ミキサの販売開始

資本金が1億円となる
ツルハシのJIS表示許可がおりる

明石商工会館で
創立35周年記念式典開催

ショベル、スコップ、農用ホークの
JIS表示許可がおりる

技能養成所開設
第三工場内に建設機械工場新設

技能養成所を職業訓練所に改組
アスファルトプラント1号機完成
大阪に営業所開設

第三工場で
建設機械展示会開催
東京出張所開設
東京建設機械展示会出品
第三工場で創立40周年
記念式典開催
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1950~ 1970~ 

本社を江井島工場内に移転

日工電子工業株式会社設立
当時日本最大のNAP3000（200t/h）
アスファルトプラント完成

ショベル仕上ラインを一部自動化
アスファルトプラント(240t/h)開発

西ドイツのバーナメーカー
ベニングホーヘン社、
オランダ・フィリップス社と技術提携

環境対応型アスファルトプラント
CNAPシリーズ開発

トンボ会発足　
全国12ブロックで代理店会開催

リサイクルプラント、合材サイロ開発
U（ユニット）タイプ
コンクリートプラント完成

創立60周年記念展示会開催
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ドイツのバーナメーカーベニングホーヘン社と資本提携
新シンボルマーク、ロゴマーク決定

コマンド ファジック制御システム、
スランプコントロール機能（ＳＬ-ｆｕｚｉｃ）開発

関西国際空港向けアスファルトプラント
現地組立工事プロジェクト参入
（関西国際空港建設において４台全て日工製AP採用）

リサイクルユニット「トップドラム」完成

旧産機事業部 機工製造部門
（ショベル・スコップ、小型ミキサ）をトンボ工業として設立
第100回APオペレーター研修会実施

日工セック株式会社設立

日工製作所と日工ゲートが合併　
日工マシナリー株式会社設立
トンボ工業がトンボ日工商事を吸収合併し製販一体となる

ISO9001認証取得
ダブルスパイラルフ口ーミキサDSF-167、
瞬発力コンクリートプラントDASH-167開発
日工セック株式会社と日工セック工業株式会社が合併
創立80周年記念新製品展示会開催

北京駐在員事務所開設
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1990~

正六位勲五等
矢野 松三郎
（1893.8.6～1973.2.20）

蘇った生産（第二工場）の様子

Uタイプコンクリートプラント開発

WISEシリーズ 
コンクリートプラント開発

日本工具製作株式会社 
林崎第二工場と従業員一同の15周年記念撮影

ベルトコンベヤ製造開始

アスファルトプラント1号機
完成

省エネ・省スペース対応 
BonDシリーズ開発

DASH-200N
ミキサ開発

WELLターボ
バーナ開発

新型アスファルトプラント 
VPシリーズ開発

缶ビン選別 圧縮機リサイクル4

A KEY PERSON 
OF 
NIKKO

日工株式会社（旧社名 日本工具製作株式会社）創業
時から、約半世紀に渡って専務取締役、社長、会長を
歴任した矢野松三郎。戦中・戦後の動乱期を支え日工
を発展させた立役者として、今なお尊敬を集める、日
工にとって欠かせない存在です。

大正（～1926） 昭和（1926～1989） 平成（1989～2019） 令和（2019～）

創業から1世紀の歩み
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